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◎脚注

　以下に挙げた書籍や科学論文は、本書で述べた考え方について理解を深める助けになる
とともに、さらなる探究への扉も開いてくれることだろう。以下の研究の最新版やその他
の研究結果をご覧になりたいかたは、私のサイト（https://www.drperlmutter.com）を
ご覧いただきたい。充実したデータベースをトピック別に検索できるようになっている。
　また、メインメニューの「Focus」も覗いてみてほしい。無料ニュースレターの購読を
申し込めば、私の eメール・コミュニティの仲間にもなれる。

プロローグ

1. デイビッド・パールマター、「私たちがアルツハイマー病を予防できる理由、予防せ
ねばならない理由」、The Daily Beast、2013 年 8 月 22 日、https://www.thedailybeast.
com/why-we-can-and-must-focus-on-preventing-alzheimers

2. アレシオ・ファサーノほか、「セリアック病患者およびセリアック病に由来しないグ
ルテン過敏症患者の小腸生検外植片の透過性に対するグリアジンの影響」、Nutrients 
7, no. 3 （2015 年）：1565-76.

3. モーリーン・M・レナードほか、「セリアック病とセリアック病に由来しないグルテ
ン過敏症」、JAMA 318, no. 7 （2017 年）：647-56.

4. ミカル・シュナイダー・ビアリ、ジョシュア・ソネン、「アルツハイマー病の進行に
逆らう認知予備力のバイオマーカーとしての脳におけるBDNF発現」、Neurology 86, 
no. 8 （2016 年）：702-3.

5. アルツハイマー病協会、「2017 年アルツハイマー病の実態と数字」、Alzheimer’s & 
Dementia 13 （2017 年）：325-73、https://www.alz.org/documents_custom/2017-facts-
and-fi gures.pdf

6. 国際アルツハイマー病協会、https://www.alz.co.uk/
7. 国際アルツハイマー病協会、「2015 年世界アルツハイマー病報告書」、https://www.
alzint.org/u/WorldAlzheimerReport2015.pdf

8. ニコラオス・スカーミーズほか、「身体的活動、食事とアルツハイマー病罹患リス
ク」、JAMA 302, no. 6 （2009 年）：627-37.

9. ジョナサン・グラフ＝ラドフォード、「地中海式食事はアルツハイマー病のリスクを
低減できるのか？」、メイヨー・クリニックのウェブサイトFAQ、2018 年 2 月 2 日、
https://www.mayoclinic.org/diseases-conditions/alzheimers-disease/expert-
answers/alzheimers-disease/faq-20058062

10. アリスン・オーブリー、「平均的アメリカ人は今年、文字どおり 1トン食べた」、The 



2

Salt（ ブ ロ グ）、NPR（2011 年 12 月 31 日）、https://www.npr.org/sections/thesalt/
2011/12/31/144478009/the-average-american-ate-literally-a-ton-this-year

11. アニー・L・カルバーほか、「閉経後の女性に対するスタチン使用と糖尿病リスク　女
性の健康イニシアチブより」、Archives of Internal Medicine 172, no. 2 （2012 年）：
144-52.

12. ヘナ・セダーバーグほか、「スタチン治療による糖尿病リスクの増加には、インスリ
ン感受性、インスリン分泌の乱れが関連している：6年間にわたるMETSIMコホー
ト追跡研究」、Diabetologia 58, no. 5 （2015 年）：1109-17.

13. オーサ・ブロムストラームほか、「食事性抗原に対する母親の抗体と子孫が非情緒的
精神病になるリスク」、American Journal of Psychiatry 169, no. 6 （2012 年）：625-32.

14. チンティン・フーほか、「ホモシステインとアルツハイマー病：メンデルランダム化
による因果関係の証拠」、Journal of Alzheimer’s Disease 52, no. 2 （2016 年）：747-56；

 リャン・シェン、Ｈ・Ｆ・ジ、「ホモシステイン、葉酸、ビタミンB12 とアルツハイマ
ー病の関連性：メタ分析からみた考察」、Journal of Alzheimer’s Disease 46, no. 3 （2015
年）：777-90.

15. フェイ・マほか、「軽度認知機能障害とアルツハイマー病における血しょうホモシス
テイン、血清葉酸、ビタミンB12 の濃度：ケース・コントロール研究」、Nutrients 9, 
no. 7 （2017 年）：725.

第1章

1. エリック・スティーンほか、「インスリンおよびインスリン様成長因子の発現とアル
ツハイマー病の信号メカニズム―これは 3型糖尿病か？」、Journal of Alzheimer’s 
Disease 7, no. 1 （2005 年）：63-80.

2. ローズバッド・O・ロバーツほか、「主要栄養素の摂取比率が軽度認知機能障害や認知
症のリスクに及ぼす影響」、Journal of Alzheimer’s Disease 32, no. 2 （2012 年）：329-
39.

 ラメスク・カンディマーラほか、「アルツハイマー病は 3型糖尿病か？　批判的評
価」、Biochimica et Biophysica Acta 1863, no. 5 （2017 年）：1078-89.

3. マーク・ビットマン、「アルツハイマー病は 3型糖尿病か？」、Opinionator （ブログ）、
New York Times、2012 年 9 月 25 日、http://opinionator.blogs.nytimes.com/2012/
09/25/bittman-is-alzheimers-type-3-diabetes/

 ビットマンの記事は 3型糖尿病について素晴らしい説明を展開している。同じく専門
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31. ルーシー・グッドチャイルド・ヴァン・ヒルテン、「パンやパスタの消化が私たちの
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